
都道府県名 岩手県

Ⅰ　産地パワーアップ計画（収益性向上タイプ）

１　成果目標

（２）販売額又は所得額の10％以上の増加
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盛岡市
農業再
生協議
会、紫
波町農
業再生
協議

会、矢
巾農業
再生支
援協議

会

1

販売額の
6％以上の
増加（10a
あたりの販
売額6.2％
増加）

363,632円
/10a

32.11 357,881 0.977

2,631

326.3 340

1.466011千円

29.2
205,060円

/10a
378

ha

2,366

北上市
農業再
生協議

会

2 北上市

R5評価
-721.9%35.12 387190,010

1.46 4,745

ＪＡ等の販売伝票等
により販売額を検証

する。

199,874円
/10a

399,068
386,315円

/10a

成果目標

　前年の販売単価が安かった影
響で春の植付面積が減少し、例
年出荷ピークになる７月中下旬
の出荷量が伸び悩んだ。
　８月には平年の２倍以上の降
水量があり、生育不良や未受
粉、病害の発生等が見られた。
また、長雨により小麦の収穫後
に作付け予定だった圃場の準備
が遅れ、面積縮小を余儀なくさ
れた圃場も散見された。
　これにより、８月中旬以降の
高単価が期待できる時期の出荷
量が減少し、面積、販売量、販
売額ともに前年を大きく下回っ
た。
　今後は関係機関と連携し、出
荷規格の検討、排水対策、受粉
対策等に取組むとともに、個々
の生産者に対して、実績検討会
や栽培指導会で面積拡大を呼び
かけ、安定栽培が実現できるよ
うに支援する。

　前年の販売単価安か
ら春の作付けに慎重
だったことに加え、夏
季の天候の影響を受
け、生育不良、病害発
生等により減収し、目
標に届かなかった。
　課題として整理され
た排水対策、受粉対策
等技術面についての対
策を講じ、単収増加に
繋げるとともに、現地
実績検討会等で面積拡
大の呼びかける等関係
機関と連携して支援を
行っていく。

12,486千円

総販売額の
10％以上の

増加
(22.8%増加)

H
30

（133,354
千円）

134,682千
円

ピーマン
4,470
トマト
70,867

ミニトマト
9,293

きゅうり
1,557

アスパラガ
ス
410

リーフレタ
ス

10,866
いちご
33,700

その他葉物
（2,191）

3,519

4.26

ピー
マン
0.40
トマ
ト

2.12
ミニ
トマ
ト

0.34
きゅ
うり
0.04
アス
パラ
ガス
0.12
リー
フレ
タス
0.16
いち
ご

0.77
その
他葉
物

0.31

7,140千円

地域協議
会名

出荷量

生産コスト

産地生産基盤パワーアップ事業

都道府県評価報告書

整理
番号

地区名 対象作物 取組内容
生産量又は

316

醸造施設を整備し、
自家醸造が可能と
なったことでブラン
ド化が図られ販売単
価は向上している。
　不作の影響もある
中で、可能な対策を
講じつつ、引き続き
地域協議会と連携
し、目標達成に向け
て原料生産とワイン
醸造の技術向上及び
販路拡大等の支援を
行っていく。

1.46

価格(販売単価)

2,146

※2861
本×
0.75

販売伝票等により
確認

R5評価
※契約取引の
ため価格補正

無し

-21.1%

　醸造施設を整備し、
自家醸造が可能となっ
たことでブランド化が
図られ販売単価は向上
している。
　新型コロナウイルス
による規制が緩和され
たことから需要の回復
による販売額の向上が
見込まれる。
　一方、原料生産に関
して、ここ数年間は地
域全体として不作（花
ぶるいの疑い）が続い
ている。現時点におい
て原因は明確となって
いないため、今後も関
係機関と連携し、原因
分析を引き続き行うと
ともに、急激な気温の
変化を防ぐための樹上
へのビニール張りを行
う等の対策の検討を
行っていく。

3,018

備考
年
度

面積 生産量又は 価格(販売単価)

スマート農業推進枠
地域(県又は国を含む)

の価格(販売単価)

補正係数
価格補正
後の実績

事後評価の検証方法
(※定量的な検証が
できること。)

達成率
（％）

導入・定着の取組の
実施内容

事業実施
前年度

目標年度

地域協議会等の評価 都道府県の評価

出荷量 出荷量

目標 実績

年
度

面積 生産量又は 価格(販売単価) 生産コスト 年
度

年
度

面積

 いちごについては、雪害に
よりハウスの倒壊があった
ことから面積が減り、復帰
は困難な状態。作付け者の
掘り起こし、市単補助の活
用を促すなど作付面積の拡
大に向け支援を行ってい
く。
 目標を達成した品目につい
ては、引き続き栽培技術向
上の支援を行っていく。
 目標未達の品目について
は、天候不順による病害の
発生が収量の減少の要因と
考えられるので適期作業の
徹底を生産者に周知し、収
量の確保を目指ことで目標
達成が見込まれる。
 また、生産者確保のため
に、就農相談を実施し、生
産面積、収量の維持、拡大
に向けた活動を行ってい
く。

現状

盛岡市
（玉山
地域除
く）、
紫波
町、

矢巾町

地域振
興作物
（ズッ
キー
ニ）

ほ場準備作業の機
械化を図り、需要
の高い8月下旬～9
月の出荷量を増大
させることで10a
当たりの販売額の
6％以上の増加を

実現する。

ワイン特区を活用
した果樹（ぶど
う）産地の形成
①　醸造用ぶどう
原料の出荷から６
次加工への転換に
よる所得向上への
取組
②　ワイン特区を
活用した小規模ワ
イナリーの新規参
入者確保によるぶ
どう産地の活性化
への取組

販売額の
10％以上の
増加
（74.8％増
加）

2,801

生産コスト

施設野菜
（ピーマ
ン、トマ
ト、ミニ
トマト、
きゅう

り、アス
パラガ

ス、リー
フレタ

ス、いち
ご、その
他葉物）

【施設野菜産地の形
成の推進】

①パイプハウス等の
施設導入による規模

拡大の取組
②加温設備等の導入
による周年・計画生

産の取組
③細霧加湿システム
や自動潅水装置等の
栽培管理設備の導入
による高品質・安定

生産の取組

花巻市
農業推
進協議

会

9 ぶどう
花巻市
大迫地
域

ha

(328,144
)

372,984

ピーマン
(45,440)
80,340
トマト

(219,197
)

226,877
ミニトマ

ト
23,505

きゅうり
9,800

アスパラ
ガス
482

リーフレ
タス
9,600
いちご
16,400

その他葉
物

(3,720)

kg

(452)
443

ピーマ
ン
387

トマト
300

ミニト
マト
672

きゅう
り
325

アスパ
ラガス
(892)
893

リーフ
レタス
1,000
いちご
2,055
その他
葉物
589

円
/
kg

R4

129,213千
円

ピーマン
32,143
トマト
61,810

ミニトマト
9,434

きゅうり
3,271

アスパラガ
ス

2,554
リーフレタ

ス
6,542
いちご
8,559

その他葉物
4,900

5.87ha

ピーマ
ン

1.38
トマト
1.90

ミニト
マト
0.55

きゅう
り

0.35
アスパ
ラガス
0.12

リーフ
レタス
0.16

いちご
0.21

その他
葉物
1.20

ha

（270,3
95）

272,655

ピーマ
ン

10,609
トマト
212,428
ミニト
マト

11,090
きゅう

り
4,800
アスパ
ラガス
482

リーフ
レタス
10,866
いちご
16,400
その他
葉物

(3,720)
5,980

kg

（493）
494

ピーマ
ン
421

トマト
334

ミニト
マト
838

きゅう
り
324

アスパ
ラガス
851

リーフ
レタス
1,000
いちご
2,055
その他
葉物
589

円
/
kg

R4

(148,245千
円)

165,383千
円

ピーマン
(17,585)
31,091
トマト

(65,759)
68,063

ミニトマト
15,795

きゅうり
3,185

アスパラガ
ス
430

リーフレタ
ス

9,600
いちご
33,700

その他葉物
（2,191）

(5.04)
5.59

ピーマ
ン

(0.93)
1.40
トマト
(2.12)
2.20
ミニト
マト
0.54
きゅう

り
0.09
アスパ
ラガス
0.12

リーフ
レタス
0.16

いちご
0.77

その他
葉物
0.31

円
/
k
g

円/kg

ピーマ
ン

1.018
トマト
0.949
ミニト
マト
1.010
きゅう

り
1.100
アスパ
ラガス
0.975
リーフ
レタス
0.994
いちご
0.917
その他
葉物
-

126,087
千円

ピーマン
32,647
トマト
58,589

ミニトマ
ト

9,524
きゅうり
3,591

アスパラ
ガス
2,488

リーフレ
タス
6,500
いちご
7,848

その他葉
物

4,900

取組主体等の販売伝
票やＪＡの出荷実績

等により確認

-28.0%

　トマト、ミニトマ
ト、リーフレタスでは
天候不順による病害等
の発生、イチゴでは雪
害によるハウスの面積
減少により目標未達と
なった。トマト、ミニ
トマト、リーフレタス
については適期防除や
遮熱対策等基本技術の
徹底について、栽培指
導会や定期巡回等で指
導していくともに、い
ちごについては作付者
の掘り起こしや事業活
用による面積拡大支援
を行うこととしてい

る。

R5評価
※その他葉
物について
は契約出荷
のため価格
補正なし

 ピーマンについては順調に
面積拡大しており、生産者
の技術も向上して落ち販売
額の目標を達成した。
 トマトについては、高齢化
に伴う生産者が減ったこ
と、天候不順による病害や
障害果が発生したことによ
り目標未達となった。
 ミニトマトについては面積
は増加したものの、天候不
順による病害や障害果が発
生したことにより目標未達
となった。引き続き関係機
関と協力し市単補助の活用
を促し作付け面積の拡大を
図る。
 きゅうりについては、栽培
面積が拡大したことにより
目標達成となった。
 アスパラガスについては、
栽培技術の向上により出荷
量が増加により目標達成と
なった。
 リーフレタスについては、
病害の発生により出荷量が
減少したため目標未達と
なった。対策として、殺菌
資材の導入、遮熱対策を行
い改善を図る。

375,839
kg

ピーマ
ン

88,235
トマト
209,995
ミニト
マト

13,191
きゅう

り
12,778
アスパ
ラガス
2,611
リーフ
レタス
5,058
いちご
3,171
その他
葉物

40,800

kg

344円
/kg

ピーマ
ン
364

トマト
294

ミニト
マト
715

きゅう
り
256

アスパ
ラガス
978

リーフ
レタス
1,293
いちご
2,699
その他
葉物
120

円
/
kg

ピーマ
ン

454円
トマト
338円
ミニト
マト
626円
きゅう

り
320円
アスパ
ラガス
1,131
円

リーフ
レタス
178円
いちご
1,219
円

円
/k
g

ピーマ
ン

446円
トマト
356円
ミニト
マト
620円
きゅう

り
291円
アスパ
ラガス
1,160
円

リーフ
レタス
179円
いちご
1,330
円
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/
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R4 ha t
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/
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　434千円
/10a 303

3671526.238.8
559,581千

円

202.4 9.25

400

280.0

―

販売実績により、検
証・評価を行う

地域協議会等の評価 都道府県の評価

成果目標

-155.6%

 昨年度より面積拡大・出荷
量は増加したが、排水不良
の田区での収量が伸びず、
いずれも目標達成とはなら
なかった。引き続き、目標
達成に向け、取組主体を中
心に、次の①～⑥の進捗管
理を行っていく。
①機械化体系の導入による
栽培管理・調整作業の省力
化による栽培面積の拡大。
②効果的な排水に向けた明
渠と補助暗渠の施工、また
規模拡大の際には排水性、
作業性の良いほ場を選定。
排水が改善しない農地につ
いては、新たにほ場を選定
し、ネギのほ場を移す。
③周期的に変化する気象を
予測した栽培管理指導
④病害虫発生予察による生
産者への発生予察情報の提
供と具体的な対策指導
⑤栽培指導会を定期的に開
催し栽培管理の情報を発信
⑥江刺地域園芸産地協議会
による反収向上対策への取
組支援

 取組主体は、目標達
成に向け計画に即した
進捗で取組を行うこと
ができたが、夏季の日
照不足の影響により収
量が伸び悩んだことに
加え、出荷時期の市場
価格が平年に比べ低調
なままで推移したこと
により単価が上昇せ
ず、目標未達となっ
た。
 安定的に出荷できる
よう、日照不足時は整
枝選定による通風・採
光の確保し適切な圃場
環境の維持、また薬剤
の予防散布による病害
虫の発生抑制について
現地で指導するととも
に、その進捗を管理を
行う。

620,491
千円

―

5.6 80.6
270千円
/10a

（１）現状値
1367.0t

（２）目標値
目標販売数量
：1551.2t

目標販売単価（平
均）：400円/kg

算出方法：目標販
売数量×目標販売
単価

（３）検証方法
 販売実績により、
検証・評価を行
う。

560千円
/10a

R5評価

　昨年度と比較し出
荷量は増加したが排
水不良の影響を受け
目標達成に至らな
かった。
　次年度の目標達成
に向けて、整理した
課題（面積拡大、排
水対策、管理技術、
防除等）解決へむ
け、市では進捗管理
及び面積拡大に向け
た関係者との調整、
県においては普及セ
ンターの農家個別巡
回、栽培支援（排水
対策・管理技術・防
除等）及び経営アド
バイスを実施する等
関係機関が一丸と
なって取り組む。

343

　夏季の日照不足の
影響を受け生育不良
となり収量が伸び悩
んだこと、平年より
市場価格が低調に推
移し単価が上昇しな
かったことから、目
標未達となった。
今後も地域協議会と
連携して、単収の安
定化や担い手の継続
的な確保に向け、関
係機関（市・振興
局・普及・JA）で構
成されたサポート
チームによる巡回指
導や、JAによる栽培
指導会（整枝管理や
病害虫防除等の基本
技術徹底を指導）及
び実績検討会の開
催、振興局主催によ
る技術研修会の開催
等の取組で支援して
いく。

544,853
千円

1551.2

31180.3

R5評価

10.1
238千円
/10a

補正係数
価格補正
後の実績

事後評価の検証方法
(※定量的な検証が
できること。)

-30.5%41.6

達成率
（％）

0.883―

0.975480468

－299.9
岩手県
奥州市
江刺

露地野
菜

（ね
ぎ）

①機械化体系の導
入により、栽培管
理・調整作業の省
力化を図り、栽培
面積拡大を図る。

②生産拡大、安定
出荷に向け、江刺
地域に適した品種
の選定、排水対策
の実施、栽培方法
の普及・徹底を図
る。

③全農買取販売方
式により、生産者
の経営の安定化を
図る。

販売額の
10%以上の
増加（単位
面積当た

り）
（29.1％の

増額）

奥州市
農業再
生協議

会

3

1,367 412.0

奥州市
農業再
生協議
会・金
ケ崎町
農業再
生協議

会

562,548
千円

351
奥州

市・金
ケ崎町

ピーマ
ン

①計画的な施設導
入及び露地ピーマ
ンのトンネル栽培
の普及を進め、長
期安定出荷と単位
面積当りの収穫量
の確保を図る。

②担い手確保に向
け、地域内の遊休
畑地の有効活用に
よる施設園芸団地
を形成し、リース
事業を展開し、意
欲的に取り組む担
い手の確保を図
る。

③さらなるピーマ
ンのブランド化に
向け、栽培課題に
向けた栽培方法の
普及・徹底。

総販売額の
10%以上の

増加
（10.3％

増）

出荷量 出荷量

地域協議
会名

整理
番号

地区名 対象作物 取組内容

スマート農業推進枠
地域(県又は国を含む)

の価格(販売単価)

備考
現状 目標 実績

年
度

面積 生産量又は 価格(販売単価) 生産コスト 年
度

面積 生産量又は 価格(販売単価) 生産コスト 年
度

面積 生産量又は 価格(販売単価) 生産コスト 年
度 導入・定着の取組の

実施内容
事業実施
前年度

目標年度
出荷量
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